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1 はじめに
近年のWeb 広告の重要性と AI技術の発展に伴って,

AI によって広告を評価することで広告作成を支援する
研究が広く行われている. Web 広告画像評価の研究で
は, クリック率を予測することで評価を行う場合が多
い. Xia ら [1] はWeb 広告の画像, テキスト, メタデー
タ (ジャンル, 媒体など) をもとにクリック率を予測し
た. また, Parkら [2]はWeb広告の画像, メタデータか
らクリック率を予測し, 画像中の重要度の可視化を行っ
た. これらの先行研究ではどのように評価しているかが
不明瞭という問題点がある. 実際に広告作成の場面でこ
れらの予測モデルを使う場合, クリック率を予測しても
どこがどのように評価されているかの説明がなければ修
正箇所がデザイナーに伝わらない. そこで, 本研究では
図 1 に示すように自然言語によって広告の評価を行い,

評価基準と評価箇所を明確に示すことを目指す.

2 提案手法
本章では, 説明可能な広告評価のための評価基準を含
むクリック率予測モデルと, 摂動による評価モデルの説
明手法の 2 つを提案する. まず, 本提案モデルでは広
告画像を評価する基準を予め設定する. 高橋ら [3] はレ
イアウトの 5 つの法則として, (1) 余白を十分に取る,

(2) 揃えて配置する, (3) 関連するものをグループ化す
る, (4) 強弱をつける, (5) 同じパターンを繰り返す, を
挙げている. 本研究ではこの 5 つを評価基準としたモ
デルを提案する. まず, 大規模マルチモーダルモデル
LLaVA [4] に広告画像に対して各基準の評価を行うよ
うプロンプトを与える. LLaVA が出力したテキストを
BERT [5] の tokenizer, embedding 層を用いてベクト
ル空間に埋め込み, テキスト特徴量とする. また, 広告画
像から CNNを用いて画像特徴量を抽出する. これらの
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図 1 本研究の目標

図 2 クリック率の予測モデルアーキテクチャ

特徴量を結合し, 訓練済み BERTモデルに入力すること
で, 各評価基準に合わせた特徴量を得る. こうして得ら
れた 5つの特徴量ベクトルを結合し, 全結合層に入力す
ることでクリック率を予測する. このように, 評価基準
ごとに特徴量を分けることで, それぞれの評価基準の特
徴量の全結合層における係数からクリック率に対する各
評価基準の寄与が推測できると考えられる.

次に, 提案した評価モデルが広告画像の注目箇所の説
明手法を提案する. 広告画像は背景, ロゴ, テキストなど
の各レイヤーで構成されている. 本提案手法ではこれら
のレイヤーに対して画像編集を行い, レイアウトを変更
する. レイアウト変更で生成された様々なパターンの画
像をそれぞれ評価モデルに入力し, 予測されるクリック
率の分布を大規模言語モデルに分析させることで各レイ
ヤーをどうすれば改善できるかがわかる.
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表 1 クリック率予測の精度の比較

相関係数 (↑) MSE (↓)

ResNet [6] 0.548 0.365

ViT [7] 0.509 0.345

Ours 0.506 0.201

表 2 画像編集の条件

項目 条件
色 白, 黒, 赤, 橙, 黄, 緑, 青, 藍, 紫, 変化なし
サイズ 0.8, 1.0, 1.2 (倍)

x座標 -20, -10, 0, +10, +20 (px)

y座標 -20, -10, 0, +10, +20 (px)

3 実験
データセットは Septeni Japan株式会社で作成し, Ya-

hoo! JAPAN に出稿したバナー画像広告を用いた. こ
のデータセットは学習データが 21546枚, テストデータ
が 5987 枚で構成される. 提案したモデルからクリック
率を予測し, 他モデルと比較する. 比較対象としては,

ResNet [6] および Vision Transformer (ViT) [7] を用
いた. 予測の損失関数は最小二乗誤差 (MSE), モデル
の精度評価はクリック率の予測値と正解値の相関係数と
MSEである. 表 1に結果を示す. 提案モデルは ViTや
ResNetと相関係数はほぼ変わらず, MSEは他モデルよ
り優れていることがわかる.

また, 提案したモデルの注目箇所を説明するには, 入
力画像のレイアウトを変更した様々な例をモデルに入
力し, その出力との関係を大規模言語モデルに分析させ
る. レイアウトを変更するための画像データは Adobe

Photoshopの PSDファイル形式のものを用いる. PSD

ファイルでは広告画像の各レイヤーの情報が保存されて
いるので, レイヤーごとの編集が可能である. 画像編集
は表 2 に示すような条件で行う. 色の変換については
Palette-based Photo Recoloring [8]を用い, k平均法で
クラスタリングした色のうち, 最も多い色を指定の色に
変換した. 図 3 は画像編集の例である. 本章では一例
として図 3に示した「AI × ヒトの共創で, 高効率のバ
ナーを配信!」と書かれたテキストのレイヤーに対して実
験を行う. 画像の編集条件, 予測されるクリック率, 各評
価基準のネットワークにおける重みを ChatGPT にプ
ロンプトとして与える. ここで, どの編集条件の時にク
リック率が改善され, それはどの評価基準による寄与が

図 3 画像編集の一例

図 4 編集条件と出力の関係を ChatGPTが分析した結果

大きいのかを ChatGPTに分析させる. 例えば図 4の結
果では, 統一感とまとまりの観点から, サイズを大きく
するとクリック率が改善される傾向があるとわかる.

4 まとめ
本研究では, 広告画像のレイアウト評価にあたって評
価基準を明確にしたモデルと評価箇所ごとのモデルの反
応を分析する手法の 2つを提案し, 評価箇所と評価基準
が明らかな広告画像の評価を目指した. 今後は本評価モ
デルとその分析手法を実際の広告作成に使用するユー
ザー検証を行い, 広告を改善する支援として有効かどう
かを調査することを考えている.
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